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南
丹
市
消
防
団
は
、
四
月
一
日

に
美
山
支
団
と
日
吉
支
団
、
二
日

に
八
木
支
団
と
園
部
支
団
で
入
退

団
式
を
行
い
ま
し
た
。
新
入
団
員

は
園
部
支
団
十
六
人
、
八
木
支
団

十
八
人
、
日
吉
支
団
十
一
人
、
美

山
支
団
十
六
人
の
計
六
十
一
人
で

し
た
。

こ
の
う
ち
日
吉
支
団
で
は
、
新

入
団
員
を
代
表
し
て
法
谷
道
哉
団

員
が
「
良
心
に
従
っ
て
忠
実
に
消

防
の
義
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
厳

粛
に
誓
い
ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓

し
ま
し
た
。

の
学
校
生
活
に
期
待
を
ふ
く
ら
ま

せ
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

「
大
き
く
高
い
志
を
も
っ
て
自

己
実
現
を
目
指
す
人
間
、
知
性
と

創
造
性
に
富
ん
だ
人
間
を
育
て
る
」

を
基
本
理
念
と
し
た
附
属
中
学
校

の
栄
え
あ
る
第
一
期
生
と
し
て
入

学
し
た
の
は
、
亀
岡
市
、
南
丹
市
、

福
知
山
市
、
綾
部
市
と
京
丹
波
町

か
ら
の
、
男
子
十
三
人
、
女
子
二

十
七
人
で
す
。

式
に
は
、
京
都
府
教
育
委
員
会

の
田
原
博
明
教
育
長
や
南
丹
市
の

國
府
正
典
市
長
職
務
代
理
者
、
園

部
高
校
の
生
徒
代
表
ら
も
出
席
し
、

新
し
い
歴
史
を
歩
み
出
し
た
附
属

中
学
校
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

式
で
は
田
原
教
育
長
に
よ
る
開
校

宣
言
に
続
き
、
中
村
俊
孝
校
長
が

新
入
生
を
激
励
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
新
入
生
を
代
表
し
て
西
村
梢

さ
ん
が
「
新
た
な
出
会
い
を
大
切

に
し
、
自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て

一
歩
一
歩
進
み
た
い
」
と
決
意
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

南
丹
・
中
丹
地
域
で
初
の
中
高

一
貫
教
育
校
と
な
る
府
立
園
部
高

等
学
校
附
属
中
学
校
（
園
部
町
小

桜
町
）
で
七
日
、
開
校
式
と
入
学

式
が
行
わ
れ
、
真
新
し
い
制
服
に

身
を
包
ん
だ
入
学
生
が
、
六
年
間

Information

消
防
団
入
退
団
式

三
月
十
一
日
、
南
丹
市
国
際
交

流
会
館
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
「
南

丹
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
設
立

総
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
南
丹

市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
は
、
旧

四
町
の
協
議
会
が
合
併
し
た
も
の

で
、
委
員
は
百
十
八
人
と
な
り
ま

し
た
。

総
会
で
は
、
協
議
会
役
員
の
選

出
が
行
わ
れ
、
会
長
に
中
川
晃
さ

ん
（
八
木
町
）
が
互
選
さ
れ
た
後
、

協
議
会
規
約
な
ど
が
委
員
に
よ
っ

て
承
認
さ
れ
、
民
生
児
童
委
員
活

動
の
充
実
を
図
る
と
も
に
、
地
域

福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を

誓
い
ま
し
た
。

民
児
協
設
立
総
会

中
高
一
貫
教
育
が
ス
タ
ー
ト

園部高等学校附属中学校正門

講演をされる間助教授

宣誓する法谷道哉団員


